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あ
と
が
き

　

幾
た
び
日
米
間
を
往
復
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
宝
物
で
あ
る
が
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
思
い
出
に
雄
山
閣
出
版
社
元
出
版
本
部
長
芳
賀
章
内
氏
と
の
出
会
い
が
あ
る
。

　

一
九
九
一
年
初
夏
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
七
〇

〇
〇
枚
余
の
写
真
を
携た
ず
さえ

、
東
京
都
飯
田
橋
の
雄
山
閣
を
訪
れ
た
。
緊
張
の
余
り
か

ら
だ
は
こ
ち
こ
ち
、
こ
と
ば
も
出
な
い
。
が
、
し
ば
ら
く
原
稿
に
目
を
通
さ
れ
て
い

た
芳
賀
氏
は
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
即
応
さ
れ
た
。
涙
が
滲に
じ

ん
だ
。
鉛
筆
だ
こ
を
な

で
な
が
ら
こ
み
上
げ
る
安
堵
の
思
い
を
噛
み
し
め
た
。

　

翌
年
に
は
『
尾
形
乾
山
―
全
作
品
と
そ
の
系
譜
』
三
冊
と
附
録
（
雄
山
閣
出
版
一
九
九

二
年
刊
）
と
な
り
、
数
年
後
に
は
『
乾
山
焼
入
門
』（
雄
山
閣
出
版
一
九
九
九
年
刊
）
の
刊

行
と
な
る
が
、
全
て
は
芳
賀
章
内
氏
の
ご
理
解
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
健
康
を
害

さ
れ
、
只
今
は
ご
闘
病
中
と
の
こ
と
、
や
さ
し
く
き
び
し
い
激
励
は
、
今
な
お
研
究

の
継
続
、
新
た
な
領
域
を
開
拓
す
る
支
柱
、
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
当
初
、
乾
山
焼
は
数
寄
者
、
や
き
も
の
趣
味
者
の
鑑
賞
陶
器
と
す
る
理
解
が

多
く
を
占
め
た
。
が
、
文
書
研
究
、
作
陶
実
践
、
乾
山
焼
を
管
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

度た
び
ご
と毎

に
、
乾
山
焼
の
背
後
に
あ
る
製
作
意
識
の
高
さ
と
す
ぐ
れ
た
技わ
ざ

、
調
和
の
美
と

巧
み
な
構
想
に
引
き
込
ま
れ
た
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
、
す
で
に
こ
の
よ
う
に
す
ぐ

れ
た
新
趣
の
や
き
も
の
、
陶
の
領
域
を
超
え
る
作
陶
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

進
歩
は
時
代
の
故
ば
か
り
で
は
な
い
。
個
々
の
発
揮
す
る
力
に
こ
そ
新
た
な
創
造
を

生
み
出
す
強
さ
の
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。

　

好
き
嫌
い
は
万
人
の
自
由
で
あ
る
。
が
、
鑑
賞
と
鑑
識
は
大
き
く
異
な
る
。
曖
昧

さ
、
そ
の
不
明
瞭
さ
の
故
に
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
乾
山
焼
に
は
新
佐
野
乾
山

事
件
が
興お
こ

さ
れ
た
。
好
き
で
あ
れ
ば
真し
ん
が
ん贋

の
み
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
。
が
、

研
究
と
な
れ
ば
そ
れ
相
応
の
判
断
基
準
が
求
め
ら
れ
る
。

　

乾
山
焼
の
摸
倣
は
今
に
始
ま
る
こ
と
で
は
な
い
。
乾
山
在
世
時
代
に
遡さ
か
の
ぼり

、
二
代

猪
八
、
代
々
乾
山
時
代
へ
と
継
続
す
る
が
、
元
禄
一
二
年
鳴
滝
山
に
開
窯
、
宝
永
・

正
徳
年
間
に
は
刊
行
物
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
乾
山
焼
は
、
意
匠
の
意
外
性
、
形
状

の
特
異
性
、
色
彩
の
豊
か
さ
な
ど
、
も
と
よ
り
衆
目
を
集
め
、
評
判
を
得
る
や
き
も

の
で
あ
っ
た
。
洛
中
に
進
出
、
二
条
丁
子
屋
町
に
活
躍
す
る
折
に
は
東
山
諸
窯
に
お

い
て
摸
倣
は
盛
行
（『
陶
工
必
用
』）。
土
産
物
と
な
り
、
京
焼
共
同
生
産
品
目
の
一
つ

と
な
る
が
、
洛
中
で
は
借か
り
が
ま窯

を
し
、
原
料
や
顔
料
の
融
通
を
受
け
る
。
自
ず
と
陶
工

と
の
交
わ
り
も
深
み
を
増
す
と
考
え
る
が
、
乾
山
は
陶
家
の
出
自
で
は
な
い
。
問
わ

れ
れ
ば
何
ら
秘
す
る
こ
と
な
く
、
陶
技
・
陶
法
を
教
え
た
も
の
と
推
考
す
る
。

　
『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
に
は
、「
乾
山
一
流
」「
私
家
傳
秘
藥
」
と
は
あ
る
。

　

が
、
佐
野
、
大
川
顕
道
手
控
以
外
に
「
他
見
他
言
有
間
敷
」
と
し
た
語
は
認
め
ら

れ
ず
、
こ
の
た
び
見
い
出
し
た
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
写
本
に
も
「
傳で
ん

と
作な

す
こ
と
堅か
た

く
無む
よ
う用

と
な
す
べ
き
も
の
也な
り

」
と
あ
る
。
乾
山
陶
法
を
秘
伝
と
す
る
こ
と

へ
の
執
着
は
み
ら
れ
ず
、
同
書
を
初
代
乾
山
伝
と
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
呈
示�

し
た
。

　

乾
山
焼
は
生な
り
わ
い業

で
あ
る
。
が
、
乾
山
は
文
人
と
し
て
の
修
練
も
あ
り
、
数
寄
者
の

陶
芸
と
し
て
の
心
意
気
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
孫
兵
衛
伝
は
口
授
で
あ
る
が
、「
秘

伝
」
と
し
た
語
は
陶
法
を
伝
授
し
た
仁
清
伝
、
二
代
乾
山
を
継
承
し
た
猪
八
伝
に
認
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め
ら
れ
る
。
陶
家
・
陶
工
と
し
て
の
意
識
・
認
識
が
関
わ
り
を
も
つ
と
考
え
る
。

　

道
具
商
人
が
活
躍
、
一
方
、
み
や
こ
を
訪
う
人
々
は
乾
山
焼
を
携
え
て
故く

に郷
へ
帰

る
。
真
贋
に
拘
わ
ら
ず
地
方
へ
乾
山
焼
が
持
ち
込
ま
れ
、
各
地
の
遺
跡
か
ら
も
乾
山

焼
摸
倣
陶
片
が
出
土
す
る
。
地
方
に
お
い
て
も
作
陶
摸
倣
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で�

あ
る
。

　

細
部
の
究
明
、
併
せ
て
総
体
の
把
握
と
検
証
。
乾
山
焼
が
日
本
の
や
き
も
の
史
上

に
占
め
る
位
置
、
役
割
を
確
認
し
た
が
、
直
接
に
は
各
作
品
群
の
様
式
、
銘
、
出
典

の
究
明
、
陶
技
・
陶
法
の
理
解
、
後
世
へ
の
影
響
な
ど
、
間
接
に
は
時
代
の
流
れ
と

そ
の
受
容
、
兄
光
琳
の
助
力
と
影
響
な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
。
系
統
的
、
伝
記
的
、

美
術
史
学
的
、
考
古
学
的
、
さ
ら
に
は
化
学
的
領
域
へ
と
踏
み
込
む
こ
と
に
努
め
た

が
、
乾
山
没
し
て
三
〇
〇
年
余
の
時
の
隔
た
り
、
限
ら
れ
た
作
品
、
限
定
さ
れ
た
文

書
、資
料
を
前
に
、道
は
遠
く
、し
ば
し
ば
「
じ
っ
と
手
を
み
る
」
の
心
境
で
あ
っ
た
。

　

海
外
に
籍
を
置
い
た
我
々
は
、
暗
闇
に
あ
っ
て
右
往
左
往
す
る
も
ぐ
ら
で
あ
っ

た
。
今
も
も
ぐ
ら
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
一
九
九
三
年
、
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
、
ラ
イ
ス
大
学
か
ら
、
国
際
基
督
教
大
学
美
術
史
・
考
古
学
教
授
と
し
て
日
本
へ

移
籍
。
研
究
も
続
行
す
る
が
、
二
〇
一
二
年
、
本
大
学
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化

研
究
所
）
か
ら
研
究
発
表
の
招
き
を
受
け
る
。

　

京
都
で
は
乾
山
初
開
窯
の
鳴
滝
窯
の
発
掘
調
査
が
終
了
し
て
い
た
（
立
命
館
大
学
）。

留
学
中
よ
り
着
手
し
て
い
た
陶
片
研
究
、
化
学
分
析
も
途
上
に
あ
り
、
本
大
学
副
学

長
故
齋
藤
和
明
氏
の
支
援
の
も
と
、
発
掘
に
は
助
手
林
徹
氏
、
田
畑
幸
嗣
氏
、
学
生

数
人
と
と
も
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
方
、
京
都
大
学
で
は
同
大
学
附
属
病
院
構
内
の
発
掘
調
査
が
完
了
し
て
い
た
。

同
所
に
は
乾
山
焼
二
代
尾
形
猪
八
の
聖
護
院
工
房
を
推
測
。
果
た
し
て
猪
八
関
係
の

作
品
陶
片
、
窯
の
一
部
な
ど
が
出
土
し
た
。
聖
護
院
蔵
の
作
品
に
合
わ
せ
、
乾
山
焼

二
代
尾
形
猪
八
の
存
在
を
確
認
し
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
乾
山
が
佐
野
に
お
い
て
認
し
た
た

め
た
『
陶
磁
製
方
』、
さ
ら
に
以
下
の
内
容
を
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
（
傍
線
筆
者
）。

　
　

�

干い
ま
に今

繪
之
風
流
規き

ぼ模
ハ
光
琳
こ
の
ミ
置お
き

候
通と
お
りヲ

用　

又
ハ
私
新し
ん
い意

ヲ
も
相

交ま
じ
え
　

愚
子
猪い
は
ち八

ニ
傳つ
た
え
　

唯た
だ
い
ま今

ハ
京
鴨か
も

川が
わ

ノ
東
聖
護
院
宮
様
御
門も
ん
ざ
か
い

境
ニ
て　

本ほ
ん
や
き
う
ち
や
き

燒
内
燒
共
相
勤つ
と
め
ま
か
り
あ
り
そ
う
ろ
う

罷
有
候

　

時
同
じ
く
し
て
、
当
方
も
収
集
、
採
取
し
て
い
た
陶
片
、
法
蔵
寺
（
春
日
純
精
氏
採

取
を
含
む
）、
蜷
川
家
、
川
喜
田
家
ほ
か
分
散
し
て
い
た
鳴
滝
窯
出
土
採
集
陶
片
七
〇

年
の
記
録
が
纏ま
と

ま
っ
た
。
本
大
学
考
古
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
実
測
図
の
作
成
も
完

了
。
鳴
滝
窯
、
聖
護
院
工
房
の
出
土
品
に
合
わ
せ
そ
れ
ら
を
集
成
、
二
〇
一
三
年
「
乾

山
焼　

陶
片
資
料
と
そ
の
工
房
」
と
題
し
て
考
古
学
的
調
査
・
研
究
を
発
表
し
た
。

　

の
ち
一
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
一
年
に
一
度
の
発
表
は

本
年
小
冊
子
九
冊
を
数
え
て
い
た
。
加
筆
事
項
を
含
め
、
こ
の
た
び
集
成
編
の
着
手

と
な
っ
た
が
、
本
大
学
と
大
学
図
書
館
、
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
所
、
旧
考
古
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
今
日
、
考
古
学

研
究
セ
ン
タ
ー
は
存
在
し
な
い
が
、
私
事
も
退
任
。
と
も
に
時
を
過
ご
し
た
小
田
静

夫
氏
、
小
日
置
晴
展
氏
、
小
日
置
能
生
子
氏
、
河
野
一
平
氏
、
大
賀
秀
実
氏
、
中
津

由
紀
子
氏
、
長
井
充
子
氏
、
田
畑
幸
嗣
氏
ほ
か
セ
ン
タ
ー
員
の
み
な
さ
ま
に
は
万
感

の
思
い
を
こ
め
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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雄
山
閣
出
版
元
出
版
本
部
長
芳
賀
章
内
氏
、
聖
護
院
及
び
聖
護
院
御
門
跡
宮
城
泰

年
師
、
法
蔵
寺
と
元
住
持
故
坂
口
貞
光
師
、
故
弘
道
師
、
故
光
彰
師
、
西
川
秀
敏
師

ご
夫
妻
、
善
養
寺
と
住
持
舘
克
亮
師
ご
夫
妻
。

　

京
都
市
立
芸
術
大
学
元
学
長
故
佐
藤
雅
彦
氏
、
同
大
学
元
教
授
故
栗
木
達
彦
氏
、

故
中
田
勇
次
郎
氏
、
故
大
西
政
太
郎
氏
、
故
小
山
喜
平
氏
、
京
都
市
考
古
資
料
館
元

館
長
故
小
川
武
氏
、
故
中
村
敦
氏
、
故
木
下
平
八
郎
氏
、
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
故
清
水
芳
裕
氏
、
故
大
槻
幹
郎
氏
、
東
京
大
学
美
術
史
学
元
教
授
故
山
根
有

三
氏
、
名
古
屋
大
学
元
教
授
故
楢
崎
彰
一
氏
、
故
山
崎
一
雄
氏
、
故
田
賀
井
秀
夫
氏
、

故
磯
野
風
船
子
氏
ご
夫
妻
、
故
川
喜
田
貞
久
氏
ご
夫
妻
、
故
蜷
川
親
正
氏
、
故
柳
孝

氏
、
故
瀬
津
巌
氏
、
故
瀬
津
孝
子
氏
、
故
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
リ
ー
チ
夫
人
、
故
ロ
ー
ズ
・

ヘ
ン
ペ
ル
氏
。

　

さ
ら
に
瀧
澤
記
念
館
瀧
澤
雅
夫
氏
・
邦
子
氏
ご
夫
妻
、
京
都
大
学
元
美
術
史
学
教

授
佐
々
木
丞
平
氏
、
川
崎
博
氏
、
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
鈴
木
重
治
氏
、

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
館
長
内
田
篤
呉
氏
、
根
津
美
術
館
顧
問
西
田
宏
子
氏
、
五
島
美
術
館

元
副
館
長
名
児
耶
明
氏
、
共
立
女
子
大
学
教
授
長
崎
巌
氏
、
立
命
館
大
学
元
考
古
学

教
授
和
田
晴
吾
氏
、
木
立
雅
朗
氏
、
東
京
学
芸
大
学
教
授
二
宮
修
治
氏
、
学
習
院
大

学
元
美
術
史
学
教
授
小
林
忠
氏
、
東
京
大
学
元
美
術
史
学
教
授
河
野
元
昭
氏
、
丑
野

毅
氏
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
山
中
玲
子
氏
。

　

十
五
代
樂
吉
左
衛
門
・
直
入
氏
、
堤
焼
針
生
乾
馬
氏
、
針
生
和
馬
氏
、
高
取
焼
亀

井
楽
山
氏
、
京
焼
西
村
徳
園
氏
、
西
村
徳
泉
氏
、
小
川
長
楽
氏
、
稲
葉
直
人
氏
、
高

坂
嘉
津
幸
氏
。

　

パ
リ
ノ
・
サ
ー
ベ
イ
考
古
学
研
究
室
橋
本
眞
紀
夫
氏
、
古
泉
弘
氏
、
川
口
宗
道
氏
、

内
野
正
氏
、
大
八
木
憲
司
氏
、
長
井
光
彦
氏
、
森
村
健
一
氏
、
川
澄
一
司
氏
、
小
池

寛
氏
、
永
田
信
一
氏
、
山
本
雅
和
氏
、
野
芝
勉
氏
、
小
檜
山
一
良
氏
、
千
葉
豊
氏
、

冨
井
眞
氏
、
佐
藤
隆
氏
、
朝
賀
浩
氏
、
吉
田
宏
志
氏
、
城
野
誠
治
氏
、
森
奥
安
吉
氏
、

畑
中
章
良
氏
、
雨
宮
六
途
子
氏
、
加
藤
真
司
氏
、
竹
内
弘
光
氏
、
林
順
一
氏
、
大
橋

康
二
氏
、
矢
部
良
明
氏
、
竹
内
順
一
氏
、
荒
川
正
明
氏
、
小
俣
悟
氏
、
鈴
木
泰
浩
氏
、

戸
口
一
雄
氏
、
田
島
充
氏
、
古
曽
志
隆
氏
。
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
星
野
裕
子
氏
、
小
野

田
伸
子
氏
、
小
笠
原
成あ
き
よ
し吉

氏
。

　

ル
イ
ス
・
コ
ー
ト
氏
、
ト
ー
マ
ス
・
チ
ェ
イ
ス
氏
、
ク
ラ
ウ
ス
・
Ｆ
・
ナ
ウ
マ
ン

氏
、
サ
リ
ー
・
ハ
ノ
ン
氏
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
氏
、
モ
ー
ガ
ン
・
ピ
テ
ル

カ
氏
、
ア
ラ
ン
・
マ
タ
ザ
オ
氏
。

　

別
し
て
本
大
学
図
書
館
黒
澤
公
人
氏
、
南
和
子
氏
、
長
濱
崚
平
氏
、
河
村
貴
子
氏
、

五
十
嵐
孝
子
氏
、
安
達
彰
子
氏
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
元
所
長
ジ
ェ
レ
マ
イ
ア
・
Ｌ
・
オ
ル
バ
ー

グ
氏
、
矢
嶋
直
規
氏
、
現
所
長
魯
恩
碩
氏
、
助
手
小
平
友
美
氏
に
は
温
か
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
。
遡
り
高
木
久
夫
氏
、
美
添
真
樹
氏
、
山
口
京
一
郎
氏
、
土
屋
宗
一

氏
、
木
戸
口
聡
子
氏
、
並
木
英
子
氏
。

　

末
尾
な
が
ら
、
印
刷
を
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
「
白
峰
社
」
の
ス
タ
ッ
フ
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
各
位
に
は
多
大
な
ご
理
解
、
御
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
𥈞
腔
の
謝

意
を
表
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


